
第1学年国語科学習指導算

日時

児童

指導者

平成25年10月18日（金）5校時

男子8名女子10名計18名

小溺真由美

1単元弟

教材弟

くらぺてよもう（光村1年下）

じどう車くらべ

2単元を貫く言語活動とその特徴

身に付けたい力

◎事柄の順序を考えながら広

容の大体を読むことができ

る。（読イ】

○事柄の順序に沿って簡単な

柵成を考えることができる，

(書イ）

言語活蹴

★ゴールとしての言語活動

★学習したことを生かし、自分

の選んだ自動車で自動車図翻

を作り、自動車自慢大会で渦

介する‘

言語活動設定の理由

①単元を貫く言循活動

本単元では、身近な乗り物である自動車の、仕事やつくりがどa

ようなものであり、何のためのものかということを比べて読むこと

によって、説明的な表現の仕方を身に付け、それを生かして自動耳

図鑑を作り、自励車自慢大会で紹介する言語活動を行う‘

②言語活動の特徴

自動車についての説明的文章を読み取った力を活用して、市販さ

れている図鑑から自動車の仕事とつくりを読み取ったり、事柄の、

序を考えながら、自動車図鑑の脱明を書いたりすることで、説明劇

文章の読み取りを確かなものにする活動である

③単元の目標の実現にどのように結びつくのか、

自分の好きな自動車の仕事をみんなに自慢したいという目的意職

を持ち、自動車図鑑をつくる方法を学習していくことで、説明的動

章を読む楽しさを味わいながら、文章の構成を理解し内容の大体を

読み取ることができるようになると考える

3単元について

（1）児童について

児童は、これまで、二つの説明文を学習してきた。一つ目の『くちばし」では、問いと答え

の繰り返しの文章を学習した。また、二つ目の「みいつけた」では、最初に問いがあって、そ

の後それぞれの答えが書かれている構成の文章を学習した。これらの学習を通して、説明文に

は、問いの文と答えの文があり、順序良く書かれているということを捉えられるようになって

きている。また、文末表現から問いの文を見つけることができるようにもなってきている。L

かし、主語や文末に着目することで、何を脱明しようとしている文なのかに気付くことのでき

る児童は多いとは言えない。

書くことに関しては、個人差が大きい。書くことに抵抗がなく、語と語や文と文との続き丈

に注意しながら、つながりのある文を書けるようになってきている児童もいる反面、文字が効

けてしまったり、平仮名や片仮名の表記を間違えてしまったりするなど、書くことを苦手とL

ている児童もいる。

一



(9月11日実施対象児童18名童の実態を知るために事前テストを行った

（2）教材について

学習指導要領第’学年及び第2学年における「読むこと」の目標は、「書かれている事柄の

順序や場面の様子などに気付いたり、想像を広げたりしながら読む能力を身に付けさせるとと

もに、楽しんで読書しようとする態度を育てる｡」である。

また、本単元に関わって読むことの重点は、指導事項イ「時間的な順序や事柄の順序などを

考えながら内容の大体を読むこと｡」である。

本教材は、児童にとって身近な乗り物である自動車を取り上げた説明的な文章である。4勺

のまとまりからなり、第1のまとまりが話題と問題提示、第2～4のまとまりが問題に対する

説明となっている。「しごと」と「つくり」の2つの問いがあるため、第2～4のまとまりは

問いに対応して2段落に分けて書かれており、明確な文章栂成になっている。また、「そのた

めに」という接続語が『しごと」と「つくり」をつなぐ役割を果たしている。さらに3種類の

自動車について、「しごと」と「つくり」が同じ順序で繰り返し説明されている。そのため、

事柄の順序を考えながら銃み進めたり、自分でも調ぺたり表現したりする学習活動に適した謬

材であると言える。

指導について

本教材の指導にあたって、次のような点に留意していきたい。

①興味・関心を持たせるために、自動車図鑑や絵本を学級文庫に準備する。

②好きな自動車の図鑑を作って、自動車自慢大会をするという目的意職を持たせ、興味を

持って学習に取り組むようにさせる。

③問いの文と答えの文を関連付けて読ませるとともに、事柄の順序や文末表現に気をつけ仕

事とつくりが見つけられるようにさせる。

④「そのために」という接続語に注意して読ませる。「そのしごとをするために」という言

葉を補うことで使い方をとらえさせ、自分で文を書くときにも使えるようにさせていく。

⑤言葉だけでは十分に理解できない面については、動作化させたり挿絵や模型等で確認した

りして理解を深めていく。

⑥パスや乗用車、トラック、クレーン車の説明の文を比べ、どれも仕事とつくりの順に審か

れていること、『そのために」という言葉でつながれていることに気付かせる。

⑦実際の図鑑の見方を授業に取り入れ、自分の好きな自動車で図鑑作りをする際に困らない

よう図鑑の見方を練習させる。

⑧自己評価を取り入れ学習を振り返る場を設定し、達成感を持たせる。

⑨単元の学習計画を提示し、見通しを持って学習できるようにさせる。

(3）

《
‐
。
．
盟
燕

項 I ◎ C 』

① 問いの文を見つけ、サイドラインを引く ‘1（

② 問いに対する答えの文を見つけ､サイドラインを引く‘ 1（

③ 脱明文をもとに、図鑑の文章を鱒く



4単元の位憧付け

く1年〉

みいつけた

．最初に問い、次にそれぞれの答えがかかれ

ている文章を読む。

じどう車くらぺ

・事柄の順序に沿って、比べながら読む。

・二つの問いの後にそれぞれの答えが書か

れた文章を読む。

どうぶつのあかちやん

･対比して、違いを比ぺながら筋む。

･二つの問いの後にそれぞれの答えが書か

れた文章を説む°

5単元の目標

【関心・意欲・態度】

〈2年〉

たんぽぽのちえ

どうぶつ園のじゅうい

･時間の順序や事柄の順序を考えながら読み、

感想をまとめる。

・いろいろな乗り物に関心をもち、進んで絵本や図鑑を読もうとする。

【書くこと】

・教科書の文を参考にして簡単な組み立てを考え、好きな自動車の「しごと」と「つくり」を説明す

る文章を番くことができる。 （響イ）

【読むこと】

・自動車について、「しごと」と「つくり」の関係を考えながら内容の大体を読むことができる。

（読イ）

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】

・片仮名で書く語を、読んだり書いたりすることができる。（伝国(1)ウ（ア)）



6単元の評価規箪

7指導計画（全12時間）

国語への関心･意欲・態

度

書く能力 読む能メ 言語についての知職･理

解・技能

･色々な自動車に関する

情報を得るために、自

動車について説明した

本を進んで読もうとし

ている。

･脱明する順序を考え

｢そのために」という

言葉を使って、自動茸

の「しごと」と「つく

り」を鋭明する文を劇

いている

･自動車の「しごと．

と「つくり」の関係や

順序を考えながら〆

容の大体を読むこと

ができている‘

･片仮名で表記すること

のできる自動車の名

称を正しく誠んだり

書いたりしている。

次 時 指導目標 ゴールに向かうための言語活動 評価規箪（＊評価方法）

第
１
次

1 ･単元のゴールの姿を知り

学習の見通しをもっとと

もに、「じどう車ずかん．

を作ることに関心をもこ

ことができる。

･自動車図鑑の完成品のイメー

ジを持ち、ゴールを確認する‘

･教材文を読み、問いの文を長

つけてサイドラインを引く‘

･新出漢字や片仮名の読み書:

を練習する

【関】自動車図鑑の作り

方の大体が分かり、意欲

的に取り組もうとしてい
ｐ
勺
■
ク

ロ
ダ
で

【読】文末表現から間し

の文を見つけている。

【言】片仮名と新出漢字

の読み書きが正しくでき

ている。

(＊発言、学習シート）

第
２
次

･バスや乗用車は、人を乗せ

て運ぶ「しごと」に合った

｢つくり」になっているこ

とを銃み取ることができ
Ｐ
自
固

ｑ
４
１

・トラックは､荷物を運ぶ「し

ごと」に合った「つくり．

になっていることを読み

取ることができる。

･クレーン車は、重いものを

つり上げる「しごと」に合

った「つくり」になってい

ることを読み取ることが

できる‘

．「しごと」と「つくり」にサ判

ドラインを引き、視写する。

。「そのために」という接読語の

役割について話し合う。

．「しごと」と「つくり」にサイ

ドラインを引き、視写する。

･パスや乗用車の『しごと」と

｢つくり」と比較する。

。「しごと」と「つくり」につし、

てサイドラインを引き、視写

する

･バスや乗用車、トラックの「し

ごと」と『つくり」と比較する

･3つの自動車の書かれ方を比較

する。

【説】パスや乗用車の「し

ごと」と「つくり」にサ

イドラインを引いたり、

正しく視写したりしてい

る

(＊教科書､学習シート）

【読】トラックの「しご

と」と「つくり」にサイ

ドラインを引いたり、正

しく視写したりしてい

る

(＊教科書､学習シート）

【読】クレーン車の「し

ごと」と「つくり」にサ

イドラインを引いたり

正しく視写したりしてい

る

(＊教科書､学習シート



8本時の指導

（1）目標

はしご車の「しごと」と「つくり」をとらえることができる‘

(2）提案したいこと

・前時までの学習を生かし、自動車の図鑑を見て「しごと」と『つくり」を調べる練習をすれば、

次時からの図鑑作りに必要な力が付くのではないか。

・仕事とつくりが書けているかを自己評価させることで、自動車図鑑に必要な内容が明確に理解

できるのではないか。

(3）展開

第
３
次

５
本
時
６
７
８
９
Ⅲ

１
皿

･図鑑を読んで、はしご車の

｢しごと」と「つくり」を

とらえることができる。

･好きな自動車を選び、「し

ごと」と「つくり」を対応

させながら説明文を書き

自動車図鑑を作ること力

できる。

･書きためた自動車について

の説明文をまとめ、1冊α

自動車図鑑にまとめるこ

とができる，

･完成した図鑑を友達に紹介

し、交流することができ

そ

･単元の振り返りをし、学習

の成果を確かめる‘

･図鑑からはしご車の「しごと．

と「つくり」を説み取り、融

明する文を瞥く。

・自分が選んだ自動車について

｢しごと」と「つくり」を対

応させながら説明文を書く‘

･書いたものを読み返し、間違

いなどに気付き、正す。

･表紙等を書いて、自動車図鑑

を完成させる

･自分が雷いたものを友達と戎

流する‘

･学習を振り返り、よくできた

ところや大変だったところを

確かめる。

【読】はしご車の「しこ

と」と「つくり」をとら

えている‘

(＊学習シート）

【鴇】好きな自動車の融

明文を、「しごと」や「つ

くり」を対応させながら

書いている。

【瀞】文章を腕み返し

間違いなどに気付き、正

している。

(＊自動車図鑑）

【欝】友達の図鑑を読み

初めて知ったことやいい

なと思ったことなどを書

いている。

(＊感想カード）

段
階

学習内容・活剛

(○主な発問、指示・予想される児童の反応）

指導上の留意点

(＊評価△支援を要する児童への手立て）

つ
か
む
５
分

1単元

習すそ

○自動

した

嘩
龍

て書：

2本時

○今旧

・はL

学

ご

とを確かめ、意欲をも

示

しごと」と「つくり」を

を確認する。



ふ
か
め
る
調
分

3学習の見通しを持つ

○今日は、はしご車の仕事とつくりが書けたら花

丸です‘

4はしご車の説明の文を探す‘

（1）はしご車の仕事について考える｡

○はしご車はどんな仕事をしているか、書いて

あるところを探しましょう。

･火事の時に働きます。

｡高いところにいる人を助けます｡

（2）はしご車のつくりについて考える‘

○はしご車はどんなつくりになっていますか‘

｡長いはしごがあります。

･あしが付いています。

｡上に人が乗るところがあります。

･はしごが伸びたり縮んだりします。

Oはしご車の仕事に一番大切だと思うつくりは

何ですか。

｡長いはしごです。

･はしごが伸びたり縮んだりすることです。

(3）はしご車の脱明の文を書く。

○はしご車の脱明の文を書きましょう。これヨ

でに学習した自動車はどのように書かれてし

ましたか

｡｢～しごとをしています」と書かれていました」

･仕事の後につくりが書かれていました。

。「そのために」と書かれていました。

○仕事、つくりの順にはしご車の説明の文を鴇

きましょう

5審いたものを音読する。

○出来上がった文を読んでみましょう

①「しごと」をしらべる，

②「つくり」をしらべる‘

③ずかんをつくる‘

。学び方を定着させるため、確認する。

・自己評価のポイントを最初に提示する。

･たくさんの情報の中から、はしご車の仕習

について書かれている部分を探す

･これまで同様、仕事の部分に赤鉛筆で印＃

付けさせる‘

△「しごとをしています」という文で書かｵ1

ていない場合もあることを伝え、一つ一里

の文を確かめさせる‘

･ここでは、仕事と関係ないつくりについ可

も認めていく。

△挿絵をよく見て他の自動車と違うところを

考えさせ､それが書かれた文章を探させる

･仕事に一番大切だと思うつくりを考えさt

る。

･自分が図鑑に載せたいつくりに青鉛筆でE

を付けさせる。

･前時までに学習した文型を生かして文を爵

えさせる‘

｡そのためにという言葉を使うようにさせる。

△仕事、つくり（赤・青）の順番に書けば

よいことに気付かせる

＊はしご車の説明を仕事とつくりに分けて書

いている。（ワークシート）

･何人か指名し、脱明の文を識ませる‘

ま
と
め
る

6前時までの学習を生かせば、自分でも自動車

図鑑が作れることを確認し、本時のまとめをす
２
■ ◎

○はしご車の仕事とつくりが書けましたか。

･図鑑で調べる時には、仕事を探し、そのた

めに大切なつくりを探せばよいことを確認

するt

･図鑑を書くときには学習した文型を使えば

よいことを確認する‘

｡振り返りシートを使って自己評価させる。



（4）板書計画

に・かじの
と
き
は
た
ら
く

．
た
か
い
と
こ
ろ
に
い
る
人
を
た
す
け
る
。

同
稲
し
し
Ｇ
品
ノ
歯
ヰ
ノ
、
伊
哩
〈

．
．
な
が
い
は
し
ご

・
じ
ょ
う
ぶ
な
あ
し

．
バ
ス
ケ
ッ
ト

は
し
ご
車
の
し
ご
と
と
つ
く
り
を
し
ら
べ
よ
う
‐

‐
は
し
ご
車
は
則
か
じ
の
と
き

た
か
い
と
こ
ろ
に
い
る
人
を

た
す
け
る
し
ご
と
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
な
が
い
は
し
ご
が

つ
い
て
い
ま
す
。

はしご車α

図鑑

５
分
7次時の学習内容を確認する

○次の時間は､自分が選んだ自動車についての脱

明の文を書き、自動車図鑑を作っていきます

・自分が選んだ好きな自動車で、自動車図鰯

を作っていくことを確認する



言
語
活
動
設
計
図

教
材
名
じ
ど
う
車
く
ら
べ

第3次 第2沙 第1次 次

1211 10～6 4 1 時

・
自
動
車
自
慢
大
会
で
、
自

閲
圃
個
倒
…
１
１
１
ｔ

事
と
つ
く
り
を
発
表
す

る
。

・
自
分
で
通
ん
だ
自
国
車
ａ

廿
享
と
竜
く
り
を
書
く

・
図
鑑
を
見
て
、
仕
事
と
つ

ノ
、
ｈ
星
包
麺
融
ぺ
》
ｏ
ｆ

・
じ
ど
う
車
く
ら
べ
の
説
明

文
は
、
一
仕
事
」
、
｜
そ
の
た

め
に
」
、
「
つ
く
り
」
の
順

に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を

知
る
。

・
ト
ラ
ッ
ク
の
説
明
文
か
ら
、

仕
事
と
こ
く
り
を
読
み
取

る
。

・
バ
ス
や
乗
用
車
と
同
じ
文

章
梢
成
だ
と
知
る
‐

。
が
ヌ
某
今
諏
庁
凡
一
年
α
垂
融
印
令
叉

や
詞
“
書
Ｆ
Ｆ
－
例
、
隅
制
旦
司
１
〃
』
一
・
Ｊ
く
、
〃
▽
Ｊ
畢
勾
蜜

読
み
取
る
。

・
学
習
α
屍
通
Ｌ
を
損
で

身
に
什
浬
り
た
い
力
弄
壬
与
え
る
軍
塞
系

．
『
自
動
車
自
慢
大
会
」
を
開
き
、
自
分
の
作
っ
た
図
鑑
を
発
表
し
た

り
、
友
達
の
作
っ
た
図
鑑
の
発
表
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
を
楽
し

む
。

・
前
時
の
学
習
を
生
か
し
て
自
分
の
好
き
な
自
動
車
に
つ
い
て
仕
事

と
つ
く
り
を
書
き
、
自
動
車
図
鑑
を
作
る
。

・
前
時
ま
で
に
学
習
し
た
こ
と
を
生
か
し
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図
鑑
か
ら
は
し
ご
車
の

仕
瓢
と
つ
く
り
を
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レ
ー
ン
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の
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も
の
を
つ
り
上
げ
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仕
頚

に
会
昌
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た
つ
く
り
に
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こ
て
ｖ
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こ
と
審
毎
前
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印
る
‐
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ク
レ
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ン
車
の
仕
事
と
つ
く
り
寿
一
複
写
す
る
‐

・
ト
ラ
ッ
ク
の
説
明
文
を
談
み
、
荷
物
を
運
ぶ
一
し
ご
と
」
に
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っ

た
一
宅
く
り
」
に
●
な
こ
て
し
る
こ
と
存
垂
諭
み
一
叩
る
‐
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・
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ラ
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ク
の
仕
事
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つ
く
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複
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す
る
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再
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四
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に
合
っ
た
「
つ
く
り
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な
っ
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こ
と
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読
み
取
る
．
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｜
そ
の
た
め
に
」
と
い
う
接
続
語
の
役
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を
知
る
’

・
バ
ス
や
乗
用
車
の
仕
事
と
つ
く
り
を
視
写
す
る
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・
畢
弓
謹
馬
悶
国
琴
乞
詞
慨
雪
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動
車
で
図
鑑
を
作
り
、
自
動
車
自
慢
大
会
を
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

・
教
科
書
の
本
文
を
読
み
、
問
い
の
文
を
見
つ
け
る
。

・
新
出
漢
字
や
片
仮
名
の
読
み
書
き
を
練
習
し
、
使
え
る
よ
う
に
な

る

ゴ
ー
ル
に
向
か
う
た
め
の
言
語
活
動


